
１　施策体系と事務事業

基本目標 2

主要施策 2

基本事業 2

実施計画事業 2

２　事務事業の概要等

目的（何のために）

直　営 一部委託 全部委託 補助等 請負 その他（指定管理者）

事業実施期間 年度 有 （終期 年度）

根拠法令・条例等 名寄市病院事業の設置等に関する条例

３　事務事業の現状

(1) 達成状況等の推移

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

(2)事業費の推移 　　（千円）

    

国道支出金  一般会計補助金　 12,873千円

地方債  一般会計負担金  　　　6千円 

その他 　 一般会計出資金  9,446千円

一般財源 　

人件費

平均給与額

担当職員数

活動指標１  

活動指標２

活動指標３

平成25年度事務事業評価調書

整理番号 7 枝番 6

評価担当課 高齢介護課

名寄市立総合病院の急性期医療を補完する役割

対象（何を又は誰を） 市民 

手段＝活動（仕事）
（どのような方法で）

上川北部医師会を指定管理者として内科、リハビリテーション科の医療サービスの提供

意図（どのよう成果を期待して
いるか）

高齢社会に対応した医療サービスの充実

事務事業名 名寄東病院の運営

総合計画の位置づけ
有
・
無

安心して健やかに暮らせるまちづくり

地域医療の充実

診療基盤と経営基盤の強化

診療施設と医療機器の整備

　指標名及び内容 Ｈ22 H23 H24 H25見込
目標年度
（     年度）

事業実施主体 一般社団法人上川北部医師会

事業実施方法

始期 終期設定 ・　無

活
動
指
標

1
病院事業収益（当初予算）

千円
608,830 618,405

2
病院事業費用（当初予算）

千円
608,830

610,382 620,987  

病院事業収益（決算） 619,985 601,607 639,915    

618,405 610,382 620,987

病院事業費用（決算） 612,341 597,814 630,902

3

 7,644 3,793 9,013   
成
果
指
標

1
収支差引

千円
 

2

   

区分 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算 Ｈ25予算 平成24年度の事業費内訳　

2,453 11,059 22,325 11,331

事業費 2,453 11,059 22,325 11,331

6,608 6,683 6,629 6,629

0.00 0.00 0.00 0.00

    

0 0 0 0

総事業費 2,453 11,059 22,325 11,331

対前年比（％） － 451 202 51 　コストの算出方法
事
業
コ
ス
ト
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(3)事業スタート後の情勢変化やこれまでに取り組んだ改善点

情勢の変化

４　事務事業の点検

　　以下の視点から点検し、（ａ:高い、ｂ：やや高い、ｃ：やや低い、ｄ：低い）から選択し、その理由等を記入すること。

妥当性 4 　

有効性 4

効率性 4

公平性 4

達成度 3

５　1次評価
評価結果

６　外部評価（１次評価に対する提言等）

７　２次評価（１次評価、外部評価を受けての最終評価）
評価結果

項目 評価 判定した理由・説明等

a
公立病院として現在の病院形態を維持することを条件に国から移譲を受けている。また市立総
合病院の後方病院として急性期医療を補完する療養病床として欠かせない病院です。

市が主体的に実施す
べきか、社会・市民
ニーズに適合している
か？

 

改善点 指摘事項　　有  (                                                                      )
　　　　　　　  無

a 関係法令により適正な料金をいただいています。
受益者負担は適正
か、受益者に偏りがな
いか？

b 年度により異なるが、ここ数年は黒字決算で推移しています。国から移管されて10年を経過しよ
うとしており、今後の施設修繕等を検討していく必要があると考えます。活動指標、成果指標

の達成度は？

a 市立総合病院の拠点病院としての目的が果たせています。
目的を達成するため
の方法として有効
か？

a
指定管理料を診療交付金はH22以降すべて診療報酬によって賄われています。また、公立病院
として普通交付税の対象となっており交付金の一部を名寄東病院振興基金として積み立ててい
ます。（559,000千円）

経費に見合った成果
が発揮されているか、
コスト削減の余地はな
いか？

評価結果 提言等

A 1次評価のとおり

意見等

A 地域医療のために必要不可欠な施設である。

理　　由

Ａ
当面、高齢者人口も増加が予測され医療依存度が高い患者への療養施設
としての使命があると考えます。

Ａ：現状のまま継続

Ｂ：進め方を改善 改善の方向性（評価B,C,Dの場合には必ず記入すること）

Ｃ：規模・内容を見直し

Ｄ：抜本的な見直し
  （廃止・縮小）

妥当性 

有効性 

効率性 公平性 

達成度 
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